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研究成果の概要（和文）： 本研究は、生物多様性を教育できる人間を育てるため、地域の生物
多様性調査の基盤の上で、生物多様性を学び伝えるカリキュラム、また、それらを効果的に支援
するためのICT教材を開発することを目的として行った。結果、哺乳類、爬虫類、両生類、昆虫
類、土壌動物、植物の生物多様性調査において数多くの生物多様性情報を得ることができた。生
物多様性学習カリキュラムは、水辺環境、土壌環境、干潟環境において実践的に開発した。また、
生物多様性の学習支援のためのICT教材として、GISを用いた生物分布調査カリキュラムを開発し
た。 
 
研究成果の概要（英文）：To bring up the person who can educate bio-diversity, I carried out 

an investigation into the bio-diversity of Oita-city, designed of learning curriculum of the 

bio-diversity, and developed the teaching materials of ICT to support them. Result, I had 

obtained mach bio-diversity information about mammals, reptiles, amphibians, insects, soil 

animals, plants. And, I developed the learning curriculum of the bio-diversity practically in 

waterside environment, soil environment, tideland environment. In addition, I developed   

teaching materials of ICT for investigation of bio-diversity distribution using the GIS. 
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１．研究開始当初の背景 

生物多様性は、生態系サービスの基盤であ
り、地球という星で人類が健全な生活を維持
する上で必要不可欠なものである。しかし、
現在、生物多様性は、急激な勢いで減少の一
途を辿っている。そのため、その保全は地球
全体の緊急課題とされており、生物多様性を
紹介する書籍、テレビ、インターネットにお

ける情報は数多くある（鷲谷，2010）。 

しかし、国内の教育現場において、生物多
様性に関する学習の機会は極めて少ない。こ
れは、生物多様性という概念が比較的新しい
ため、小中高校の教員が生物多様性をどのよ
うにして子どもたちに伝えてよいかを学ん
でいないことが最大の原因であろう（永野 

他, 2008）。また、生物多様性を子どもたち
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が理解するためには、実験や野外体験を伴っ
た教育方法が効果的と思われる（呉・無藤，
1998）が、先と同理由により、生物多様性を
学ぶための体験教育はほとんど開発されて
いない。また、生物多様性を理解するには、
地域の生物相情報、その時間・空間的な分布
などの生態情報も重要である（永野  他，
2010）。しかしながら、大分県ではそのよう
な情報を統括する自然史系博物館物館も農
学、理学系の大学も存在していないため、こ
れまでアマチュア研究者の数少ない情報が
散在するだけとなっている。 

 

２．研究の目的 

生物多様性を教育できる人間を育てるこ
とを大きな目的とし、そのための、（１）地
域の生物多様性に関する調査および情報収
集による基礎資料の作成、（２）大学の教員
養成課程や現教員の研修会等において生物
多様性を学び伝えるカリキュラムの開発、
（３）それらを効果的に支援するための ICT

教材の開発、また、（４）開発したカリキュ
ラムや ICT教材の教育効果の測定、を目的と
して行った。 

 

３．研究の方法 

（１）地域の生物多様性調査…地域の生物多
様性の調査を行い、そのデータベースを作成
する。本調査では、土壌中の微小な生物から
大型哺乳類まで幅広い分類群を対象に行う。 

 

（２）生物多様性学習カリキュラムの開発…
大分大学の教員養成課程の学生と小中高の
現教員を対象に、体験的に生物多様性につい
て学習できるカリキュラムを開発する。 

 

（３）生物多様性学習における ICT教材の開
発…生物多様性学習を支援するための大分
県の生物多様性ポータルサイトの構築など
と ICT教材を開発する。 

 

（４）教育効果の測定…アンケート調査や技
能習得評価を実施し、本研究の教育効果を測
定する。 

 
４．研究成果 
（１）地域の生物多様性調査・・・実地調査
では、哺乳類、爬虫類、両生類、昆虫類、土
壌動物、植物について行った。哺乳類では、
大分市郊外で調査し、希少種のアナグマ、外
来種のアライグマなどを含む11種を記録した
（以下の「5.主な発表論文等」の学会③、⑧
においてこの成果発表を行った）。爬虫類で
は大分市郊外において調査を行い、有鱗目の
潜在的自然分布種の全11種、うち絶滅危惧種2
種を記録した（論文④）。両生類は、大分市
から由布市にかけての両生類相調査（論文②、

③）ならびにオオイタサンショウウオの分布
調査等を行い（学会⑤、⑦、⑫、⑬）、前者
の調査では、市街化が進むにつれて、トノサ
マガエルとアマガエルの個体数が顕著に減少
する現象を明らかにし、後者においては、オ
オイタサンショウウオは、水質などの影響よ
りも森林との距離が生息を規定していること
を明らかとした。昆虫類は大分市郊外のチョ
ウ類の多様性と環境と関連性について調査し，
外来植物による在来生態系の撹乱がチョウ類
の多様性を低下させていることを示した（論
文⑤，学会⑳）。また、大分市周辺の外来の
昆虫相についての調査も行い、温暖化の影響
と思われる南方系の外来種の増加を報告した
（論文①）。土壌動物調査では，土壌動物の
多様性と植生管理との関係を調べ，草刈後の
草を取り除かないこと，土を踏み固めないこ
とが土壌動物の多様性向上に効果的であると
示唆された（論文⑨、学会⑨、学会⑱）。植
物では、タンポポ類を中心とした草本植物に
ついての調査を行い、工事履歴や植生管理法
が種構成に大きな影響を与えていることを明
らかにした（学会⑩）。 
 
（２）生物多様性学習カリキュラムの開発…
研究代表者が大分大学で担当する講義・実習
において、水辺環境、土壌環境、干潟環境の
生物多様性の学習を実践的に開発した。水辺
環境のカリキュラムは、オオイタサンショウ
ウオをシンボル種として、その分布を規定す
る要因ならびに生物多様性と分布との関係を
調べ、そのデータ解析、まとめ、考察、発表
という研究的な一連のカリキュラムを考案し
（学会⑤⑦⑬）、平成24年3月の大分大学での
実習（集中講義3日間）において実践した。土
壌環境カリキュラムは、ハンドソーティング
法、ツルグレン法による土壌動物の多様性と
土壌硬度、土壌pHなど様々な土壌環境を調べ、
土壌動物の多様性に影響を与える環境要因を
調べるカリキュラムを考案し、平成24年10月
から11月の間の大分大学での実習（論文⑨、
学会⑨）、ならびに、大分スーパーサイエン
ススクール（上野丘高校、舞鶴高校、豊府高
校）の活動（学会②）において実践した。干
潟環境でのカリキュラムは、カブトガニをシ
ンボルに、その生息環境における生物多様性
をコドラート法で調査し、その成果も基づい
たワークショップを行い、生物多様性を保全
するための教育や市民参加の重要性を議論す
るカリキュラムを開発した（学会①）。 
 
（３）生物多様性学習におけるICT教材の開
発…大分県の生物多様性データベース構築に
向け、（１）の研究成果ならびに県内の団体・
個人が管理する情報の収集を行った。大分県
は自然史博物館などの生物多様性情報を集約
する機関が存在しないため、学会⑥、⑰、⑲



などにおいて、本研究を周知し、情報の提供
を依頼した。これにより、鳥類、植物類、昆
虫類、貝類、菌類に関する多くの生物多様性
情報を得ることができた。また、本研究の（１）
で得た哺乳類、爬虫類、両生類、昆虫類、土
壌動物類、植物類の調査成果も合わせると、
一定の成果を得ることができたといえる。 
 生物多様性学習を支援するICT教材の開発
は、既存のWeb－GISをベースに改良・開発し
たICTを活用した環境教育の実践を試みた。
ICTの強みである，情報の共有化や地図化など
により効果的な環境教育カリキュラムを提案
することができた（論文⑦）。 
 
（４）教育効果の測定・成果の普及・・・上
記の環境教育カリキュラムの実施前後にアン
ケート調査を行い、受講した学生の生物多様 
性に関する関心・知識・技術の成長の測定、
カリキュラムの改善点などを分析し、成果と
課題の抽出を行った（論文⑦、⑧、学会①）。 
 
 本研究を機に、大分県内において生物多様
性情報の集約する意義が広まりつつあり、県
内の自然愛護団体の活動連携、情報共有の強
化に向けた動きが起きている。また、教育的
側面においては、生物多様性の教育だけでな
く、ESD(持続可能な開発のための教育)の理
論と協調した生物多様性教育が求められて
きた。今後は、本研究を基盤とした、市民連
携、教員連携を深め、かつ、ESD 理論を組み
込んだ生物多様性教育の開発と実践を展開
していく。 
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